


















































































































































5 ― 2 　エリオ・グレイシーによる異種格闘戦の足跡
　グレイシー柔術の使い手となったエリオは、その後は異種格闘技戦に積極的
に挑戦するようになった。かつて前田が、異種格闘技戦を通して講道館柔道を




































　同年 9 月 6 日、リオ・デ・ジャネイロの室内競技場でエリオと加藤の対戦が
実現した。この試合は10分 3 ラウンドの方式で行なわれたが、その数日前に肋
骨を骨折していたエリオは本領を発揮することができず、引き分けに終わって
いる。およそ 3 週間後の 9 月29日、サンパウロで再試合が行われた。結果は、































































































 　　「柔術という言葉は、jujutsu または jujitsu（英）、ju-jitsu（仏）、jujitsu（伊）といった綴
りで、日露戦争のあとぐらいから、欧米各国の辞書類などに収録されるようになる。ア
メリカの代表的な辞書の一つ『ウェブスター国際英語辞典』は、一九〇九年の改訂新版
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